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研究成果の概要（和文）：本研究は、自然災害伝承碑を市民協同で調査する仕組みを構築することを目的とす
る。手法として、誰でも簡単に石碑に刻まれた文字を可視化する画像処理技術をアプリ「ひかり拓本」として
「研究開発」し、確立した。
さらに地域調査を教育委員会や高校教諭と共に企画し、広く市民への普及を図る以下の「普及活動」を行った。
①小学生高学年～高校生向けの地域学習の一環として、自然災害伝承碑など地域の石造物調査への技術支援と機
材提供、②地方自治体主催の石造物調査団への技術の紹介と支援、③自治体の所管部局職員向けの技術講習会、
④大学研究室での講演とワークショップ、⑤マスメディアでの技術紹介

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to investigate natural disaster tradition 
monuments using citizen science methods. As a method, we developed an application "Hikari Takuhon," 
an image processing technology that allows anyone to easily visualize letters engraved on stone 
monuments.
In addition, together with the Board of Education and high school teachers, we planned a regional 
survey and implemented the following dissemination activities. (1) Support and provision of 
equipment for surveys of local stone structures, such as monuments that carry on the traditions of 
natural disasters, as part of community studies for elementary to high school students, (2) 
Technical support for stone structure survey teams organized by local governments, (3) Training 
sessions for local government officials, (4) Lectures and workshops at university laboratories, and 
(5) Introduction of the technology to the mass media.

研究分野： 人文情報学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により確立した「ひかり拓本」により、誰でも気軽に、そして特殊な機材を使用せずに石碑の文字を可視
化が可能となる。結果、これまでは読もうとしてもなかなか読めなかった、然災害伝承碑に刻まれた災害情報
が、市民自身の手により可視化、データ化される。
さらに、読みやすくなった碑文の画像を活用することで、行政から市民へパンフレットなどを用いた啓発、学校
教育を通して生徒へ、生徒から家庭内といった、災害の記憶を地域で共有する取り組みが容易に構築可能とな
る。
本研究が示した災害の記憶のデータ化から活用までの仕組みが今後各地に普及することで、地域の防災意識が市

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
石造物は、刻まれた文字情報に、自身が設置された位置情報を加え地域に継承することで文書資
料とは異なる資料的価値を持つ。特に自然災害伝承碑においては、災害発生地点・到達地点、被
害多発地域、避難誘導等関連付けられた文字と位置との関係が現在でも有用な情報を多く提供
している。またデータを集約し俯瞰することで、例えば墓誌の享年から災害の規模を推定するな
ど、単一では価値を見出し難かったものが総体的には貴重な資源とも成り得る。さらに近年、こ
の自然災害伝承碑の社会的関心が急激に高まっている。それは、東日本大震災以降、津波到来を
警告する津波碑に関心が集まっていたことに加え、2018 年 6 月末~7 月に西日本を襲った「平成
30 年 7 月豪雨」において、水害を警告する石碑があったにも関わらず多数の犠牲者が出たこと
に起因する。市民やマスメディアは石に刻まれた警告の価値を認識し、2019 年 3 月には国土地
理院によって「自然災害伝承碑」の呼称と専用の地図記号が制定された。 
しかし多くの価値や関心を集める一方で、石造物調査には多大な時間と労力が必要となる。それ
は膨大な数や広い範囲という問題に加えて、風化作用により刻まれた文字や像が通常の撮影で
は判読が困難となる事例が多いことに起因する。石造物の撮影画像はあくまで設置の概況を示
すに留まり画像そのものの資料的価値が低いため、その場で翻刻作業が発生し、長文などの場合
は、風化による読み難さも併せて多大な労力を必要とする作業となる。そのため、研究者や自治
体だけでは調査を完遂することは困難である。 
 
 
２．研究の目的 
石造物は、刻まれた文字情報に、自身が設置された位置情報を加え地域に継承することで文書と
は異なる資料的価値を持つ歴史的資料である。特に自然災害伝承碑においては、災害発生地点・
到達地点、被害多発地域、避難誘導等関連付けられた文字と位置との関係が現在でも有用な情報
を多く提供している。 
本研究は、独自開発した画像処理技術「ひかり拓本」を一般向けに普及させるためのアプリを開
発し、 
①石造物 データ取得の仕組みを地域的・組織的に拡大 
②データ収集システムを構築することで、効 率的な情報収集を図り 
③集まったデータを活用する学習コンテンツの開発を行う 
ことで、石造物データの「取得」「収集」「活用」までの一連の流れを確立することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
研究の手法としては、安価でありふれた機材(懐中電灯・スマートフォン・三脚)で誰でも簡単に
素早く拓本画像が撮れる画像処理技術「ひかり拓本」を一般向けにソフトウェアとして開発する。
特に設計思想として、小学校高学年でも使用できるよう、わかりやすい UI や作業フローを検討
する。 
さらに、開発したアプリを用いて自然災害伝承碑の拓本調査を教育委員会や高校教諭と共に企
画し、広く市民の参加を募り手法を紹介し普及を図る。最終的には市民の自主調査がおこなわれ
る土壌を醸成しつつ、画像データが集約されるシステムの開発を目指す。 
 
 
４．研究成果 
本研究は、自然災害伝承碑を市民協同で調査する仕組みを構築することを目的とし、誰でも簡単
に石碑に刻まれた文字を可視化する画像処理技術をアプリ「ひかり拓本」として「研究開発」し、
確立した。 
さらに地域調査を教育委員会や高校教諭と共に企画し、広く市民への普及を図る以下の「普及活
動」を行った。 
①小学生高学年～高校生向けの地域学習の一環として、自然災害伝承碑など地域の石造物調査
への技術支援と機材提供 
②地方自治体主催の石造物調査団への技術の紹介と支援 
③自治体の所管部局職員向けの技術講習会 
④大学研究室での講演とワークショップ 
⑤マスメディアでの技術紹介 
本研究により確立した「ひかり拓本」により、誰でも気軽に、そして特殊な機材を使用せずに石
碑の文字を可視化が可能となる。結果、これまでは読もうとしてもなかなか読めなかった、然災
害伝承碑に刻まれた災害情報が、市民自身の手により可視化、データ化される。 
さらに、読みやすくなった碑文の画像を活用することで、行政から市民へパンフレットなどを用
いた啓発、学校教育を通して生徒へ、生徒から家庭内といった、災害の記憶を地域で共有する取



り組みが容易に構築可能となる。 
本研究が示した災害の記憶のデータ化から活用までの仕組みが今後各地に普及することで、地
域の防災意識が市民自身の手によって醸成されることが期待される。 
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